
陽性陰性

入院患者における検査・有症状者への対応について

感染制御部へ報告

手術直前にCOVID-19を疑う症状が病棟または搬入後に判明

陽性陰性

入院継続 ※各診療科判断

陰性であっても、COVID-19が疑われる症状が持続する場合

翌日も検査を実施

感染制御部へ報告

※術中に抗原定量検査で陰性確認してから、集学治療病棟や一般病棟へ搬出
※抗原定量検査が陰性であっても、COVID-19が疑われる症状が持続する場合は翌日も検査を実施

（発熱、新たな咽頭痛、咳嗽、喀痰増加など）
※1つでも症状があれば検査対象

入院継続 ※各診療科判断

入院決定後：各病棟で症状チェックし ①・② は速やかにCOVID-19検査を実施。時間外
は迅速キットかID NOWで判定してください。※最終判断は抗原定量かID NOWを実施すること。

COVID-19を疑う症状：

①COVID-19を疑う症状

②発熱患者 ※フォーカスが明らかでも入院時は必ず検査実施
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手術実施は各診療科が麻酔科と相談し判断

手術直前の対応

注意）平日時間内の抗原定量 受付時間 8時30分～16時

（発熱、新たな咽頭痛、咳嗽、喀痰増加など）

①ID NOW（15分）実施または至急抗原定量検査（約1時間）
②①が困難な場合は、迅速キットで陰性を確認し、同時に抗原定量検査も提出

陽性陰性

麻酔科はN95装着

感染制御部へ報告

原疾患による咳嗽と明らかに判断される場合もCOVID19を疑う症状に該当しますので検査対象です
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